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研究開発
粘着技術や塗工技術などの基幹技術をベースに、 
さまざまな機能を有する製品を創成します。

研究開発体制

事業部R&DセンターとコーポレートR&Dセンターが一体

となって、既存事業分野の成長と未来価値の創出を目指して

研究開発に取り組んでいます。

事業部R&Dセンターが各分野のお客様に満足される製品

やサービスを創造することが使命である一方、コーポレート

R&Dセンターでは、あらゆるお客様に提供できる価値創造を

目指しています。また、サステナブル企業であり続けるため

に、大型の新規事業を生み出すことも使命であると考えます。

私たちは「事業創出型R&D」を目指し、既成概念にとらわれ

ずイノベーティブな技術開発を行いながら、継続的に基幹技

術の構築に取り組んでいます。

グローバルR&D体制

Nittoグループは、日・米・欧（スイス）・亜（シンガポール）4

極にまたがるグローバルR&D体制を確立し、各エリアの特徴

を活かした現地主導のR&D活動を推進しています。また、そ

れぞれが連携して、幅広い知識や技術・手法を融合し新しい

価値の連鎖を生み出すことで、独自の技術、事業シーズを確

実に形にしてゆくことを目指しています。

2013年10月には米国シリコンバレーに日東イノベーション

ズを新設しました。周辺地域やその他地域における新技術・新

事業を探索し、「多軸の創出」の一環としてベンチャー企業と

の連携を通じた新規事業の立ち上げを目指します。

太陽光パネルの発電出力を向上する	
「レイクレア®封止シート」

二酸化炭素排出および単一のエネルギー源依存の軽減（エ

ネルギーミックス）などの観点から、近年、太陽光発電が急速

に普及し、発電出力を向上させるためのさまざまな研究開発

が行われています。

太陽光パネルには、表面のガラスと裏面のバックシートの

間に発電セルなどを固定する封止シートが使われています。

封止シートには、発電セルおよび太陽光パネルに含まれる部

材を保護しながら、太陽光を効率良く発電セルまで透過させ

る特性が必要とされます。また、20年以上も屋外で発電を行

うため、非常に高い耐久性や信頼性が要求されます。

そこでNittoは、発電出力を向上させるとともに信頼性の

高い「レイクレア®封止シート」の開発に成功しました。この

封止シートには、Nittoが独自開発した波長変換剤が添加さ

れており、太陽光に含まれる紫外線をほぼ100%吸収して
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青色光を発光するという特長があります。一般的に、紫外線

は太陽光パネルにとって有害とされ、紫外線吸収剤によって

カットされていました。これを変換することでエネルギーを

有効活用でき、従来品を用いた場合と比べて2%程度の出力

向上が得られることが検証されています。出力200Wの太陽

光パネルに適用した場合、約4W向上する計算になります。

この機能は長期間維持できることが確認されており、発電量

向上に大きく貢献します。また、使用方法は従来と変わらず、

現行の太陽光パネルの製造装置に容易に適合します。

現在、2015年の上市に向けて鋭意検討を行っています。

カーボンナノチューブを用いた	
ヤモリテープの開発
ヤモリ接着技術を「分析用試料固定部材」に展開

Nittoが大阪大学の中山喜萬教授と共同開発したヤモリ

テープは、自然界から学んだ技術を応用する「バイオミミク

リー」によって生まれました。

ヤモリは、足裏に生えている微細な毛が壁や天井の表面の

小さな凹凸に密着し、角度をずらせば簡単に剥がれるため、

壁でも歩くことができます。このヤモリの毛をカーボンナノ

チューブ（CNT）で人工的に作り出し、「よくくっつき、簡単に

剥がせるテープ」を実現させました。

さらに、カーボンナノチューブの材料特性に着目し、ヤモリ

テープを固定部材に用いた分析への用途展開も推進していま

す。従来の導電性テープや金属ペーストでは難しかった、汚

染の心配がなく低温・高温環境にも適応するとともに、正確な

分析データが得られます。

ヤモリテープを用いた分析のメリット

①温度依存レス：低温・高温環境における分析が可能にな

ります（分析環境温度の幅が広がります）。
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「有害な紫外線をカット」
＋

「波長変換により出力向上」

Nitto開発の
波長変換剤

レイクレア®封止シート

従来の封止シート

従来の封止シート

紫外線ランプ

レイクレア®封止シートを
搭載した太陽光パネル

紫外線ランプ

レイクレア®封止シート

■レイクレア®封止シートを搭載した太陽光パネルの断面概略図
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②位置ズレ防止（耐ドリフト）：粘着剤・接着剤による影響を

排除した正確なデータが得られます。

③非汚染：CNTとすることで溶剤由来のアウトガスによる

影響を排除した正確なデータが得られます。

④除電：CNTの導電性により帯電を抑制し、分析画像の劣

化を防ぎます。

詳細はホームページをご覧ください。 

http://www.nitto.com/jp/ja/products/group/ 
semicon/yamori/

分子標的ＤＤＳを用いた	
臓器線維症治療薬開発への取組み
肝硬変治療薬の実用化に向け治験を実行中

Nittoは、肝硬変をはじめとする臓器線維症治療薬の治験

（ヒトへの投与試験）を、2013年6月米国で開始しました。

臓器線維症の一つである肝硬変は、世界で600万人が苦

しむ難病です。肝臓の慢性的な炎症によって、本来は炎症を

修復する肝星細胞が過剰にコラーゲンを合成し、それが沈

着することで肝機能に重大な障害を起こすのです。

これに対し、札幌医科大学新津洋司郎特任教授のアイ

ディアとNittoのDDS（ドラッグデリバリーシステム）技術

を融合し、北海道大学との技術連携により、この肝星細胞

だけに作用して治癒に導く、安全性の高い新薬を開発しま

した。コラーゲン合成を抑えるために、特定のRNA（リボ核

酸）の機能を抑制するsiRNAという核酸を用いました。この

siRNA（薬）を、標的とする肝星細胞だけに届けるために特

殊なキャリア（薬を守る船）に入れ、ビタミンA（肝星細胞へ

と導く船頭）をつけるというユニークな薬剤構成を考案しま

した。画期的新薬の誕生です。

この治療方法に関する基本特許は、日本・米国・欧州・中

国・豪州・韓国で成立しており、薬剤についても2014年米国

で特許査定を受けました。

治験を開始した米国では、第Ⅰ相試験にて健常者への投

与を完了。極めて高い安全性が確認され、次のステップを目

指しています。

また、本製剤は、肝硬変にとどまらずほかの臓器線維症や

がんの治療薬にも応用可能であり、さらに検討を重ねてい

きます。

研究開発

■新薬の仕組み〈船と船頭が薬を届ける〉

ビタミンＡ標的化剤（船頭）によって、キャリア（船）は肝星細胞だけに届けられる。 
肝星細胞に運ばれると、中の薬（siRNA）が投与される仕組み。

ヤモリの足裏

カーボンナノチューブより作製されたヤモリテープ（基材レス） 薬剤（積み荷）
siRNA。肝硬変の原因となる肝星
細胞のコラーゲン合成を抑制

キャリア（船）
薬剤を血液中での分解から守り、
患部へ届ける

標的化剤（船頭）
ビタミンA。標的の細胞だけに届く
ようナビゲートする

10μm

10mm

ヤモリテープ
CNTのみ（基材レス）

1μm


